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１．対象公園位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別資料 

都市計画公園 ４・５・１０１ 磁祖公園 

磁祖公園概況資料 
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２．概況把握 

（１）位置 

計画地は、名古屋鉄道瀬戸線の尾張瀬戸駅から 800ｍ圏域内（徒歩 10 分）と近く、公共

交通機関でアクセスしやすい位置にある。市街地北側の丘陵部に位置し、市街地との比高

差は 30m 程である。都市計画上の周辺用途地域等については、南側の準工業地域、北側の

工業地域の境に立地している。周辺の公共施設については、計画地の南側に北保育園が隣

接し、南西側には、本山中学校、道泉小学校が近接している。また、周辺の道路状況につい

ては、計画地に隣接する都市計画道路（3・4・502 陣屋線、3・5・351 本山線）は未整備で

あり、今後の整備の見込みも未定となっている。 

現況写真①（遠景） 現況写真②（近景） 

対象となる磁祖公園の現状の地形状況写真（Google Earthより） 

標高:145m 

標高:135m 

標高:105m 

尾張瀬戸駅 

窯業資源採掘地 

(通称:瀬戸のグランドキャニオン) 

本山中学校 

道泉小学校 

窯業資源採掘地 

3・4・502陣屋線 

3・5・351本山線 
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現況写真③（窯神グラウンド入口） 現況写真④（周辺道路及び土地利用） 

現況写真⑤（周辺道路） 現況写真⑥（周辺道路） 

現況写真⑦（周辺道路） 現況写真⑧（周辺道路） 

現況写真⑨（周辺道路） 現況写真⑩（周辺道路） 

現況写真⑪（周辺道路） 現況写真⑫（尾張瀬戸駅周辺） 
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（２）公園概要（現状） 

磁祖公園は、昭和 20 年代に地区公園として 12.1ha で都市計画決定が行われている。上

記都市計画決定面積のうち、公園は窯神グラウンドとして 1.5ha 供用されているだけで、

整備率は 12.4％と低い状況である。また、窯神グラウンドは、指定管理者としてハマダス

ポーツ企画株式会社が市民公園の運動施設も含めて管理運営を行っている。 

供用部分となる窯神グラウンドの利用状況については、年間約 300件、約 7,000人に利用

されている。全国最大級の陶磁器イベントである「せともの祭り」の際には、会場となる

市街地や瀬戸川沿いに比較的近いため、グラウンドが臨時駐車場として利用されている。 

計画地内の直近の盛土造成は、公園の未買収区域の民間土地所有者にて実施されている。 

また、都市計画上は、全国に知られるせともの祭りを神事とする境内地が公園の都市計

画決定区域内に含まれている。 

人口密度 

※1 周辺人口の算出方法は、技研商事ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ株式会社「KDDI Location Analyzer」により 2019/9/27

～2020/9/26の対象公園を中心とする半径 800mに 60分以上滞在した人口の 1日平均を算出。 

※2 全国地価マップより対象公園が面している路線で最も高いものを採用。 

磁祖公園 

尾張瀬戸駅 

瀬戸市役所前駅 
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磁祖公園の都市計画決定状況及び周辺状況図 

 

磁祖公園の土地整理図（参考） 

 

区域内民有地 

瀬戸市役所前駅 

保育園 
深川小学校跡地 

瀬戸蔵 
尾張瀬戸駅 
パルティせと 

道泉小学校跡地 

本山中学校跡地 

県立瀬戸窯業高等学校 

１ｋｍ 

瀬戸市役所 

公立陶生病院 

陶原小学校 

祖母懐小学校跡地 

小中一貫校 
にじの丘学園 

文化センター・美術館 

新瀬戸駅・瀬戸市駅 

商業施設(アピタ) 
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瀬戸市 都市計画公園の供用面積及び整備率一覧（墓苑等除く） 

 

種別 公園番号 公園名 所在地
計画面積

(ha)
供用面積

(ha)
整備率

(%)

２・２・２００１ 深川公園 宮脇町 0.25 0.25 100.0%

２・２・２００２ 效範公園 效範町１丁目 0.11 0.11 100.0%

２・２・２００３ わかば公園 平町１丁目 0.20 0.20 100.0%

２・２・２００４ 川西公園 川西町２丁目 0.38 0.38 100.0%

２・２・２００５ 田端公園 田端町１丁目 0.30 0.30 100.0%

２・２・２００６ 平町公園 平町３丁目 0.94 0.94 100.0%

２・２・２００７ 根ノ鼻公園 南山町２丁目 0.19 0.19 100.0%

２・２・２００８ 南山公園 南山町１丁目 0.19 0.19 100.0%

２・２・２００９ さつき東公園 さつき台２丁目 0.14 0.14 100.0%

２・２・２０１０ さつき西公園 さつき台２丁目 0.14 0.14 100.0%

２・２・２０１１ すみれ東公園 すみれ台５丁目 0.09 0.09 100.0%

２・２・２０１２ すみれ西公園 すみれ台３丁目 0.08 0.08 100.0%

２・２・２０１３ ひまわり公園 ひまわり台１丁目 0.14 0.14 100.0%

２・２・２０１４ はぎ公園 はぎの台１丁目 0.20 0.20 100.0%

２・２・２０１５ ききょう公園 ききょう台２丁目 0.44 0.44 100.0%

２・２・２０１６ あじさい公園 上之山町２丁目外 0.49 0.49 100.0%

２・２・２０１７ こぶし公園 上之山町２丁目 0.10 0.10 100.0%

２・２・２０１８ やまぶき公園 上之山町２丁目 0.11 0.11 100.0%

２・２・２０１９ みずの坂北公園 本郷町 0.53 0.53 100.0%

２・２・２０２０ みずの坂南公園 みずの坂2丁目 0.51 0.51 100.0%

２・２・２０２１ やまて坂北公園 ひまわり台５丁目 0.25 0.25 100.0%

２・２・２０２２ やまて坂東公園 やまて坂2丁目 0.33 0.33 100.0%

２・２・２０２３ やまて坂南公園 やまて坂1丁目 0.25 0.25 100.0%

２・２・２０２４ やまて坂西公園 やまて坂3丁目 0.11 0.11 100.0%

２・２・２０２５ 後田公園 品野町4丁目 0.10 0.10 100.0%

２・２・２０２６ 天白公園 品野町6丁目 0.10 0.10 100.0%

２・２・２０２７ 向山公園 品野町4丁目 0.18 0.18 100.0%

２・２・２０２８ 平芝公園 品野町6丁目 0.20 0.20 100.0%

２・２・２０２９ 塩草１号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.32 0.32 100.0%

２・２・２０３０ 塩草２号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.39 0.39 100.0%

２・２・２０３１ 塩草３号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.10 0.10 100.0%

２・２・２０３２ 塩草４号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.19 0.19 100.0%

２・２・２０３３ 塩草５号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.10 0.00 0.0%

２・２・２０３４ 塩草６号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.10 0.10 100.0%

２・２・２０３５ 塩草７号公園 塩草町 塩草土地区画整理地内 0.10 0.10 100.0%

３・３・２０１ さくら公園 宮地町 1.30 1.30 100.0%

３･３･２０２ みずの坂中央公園 みずの坂5丁目外 1.09 1.09 100.0%

地区公園 ４・５・１０１ 磁祖公園 東安戸町外 12.10 1.50 12.4%

５・５・１０３ 南公園 西茨町外 27.60 16.40 59.4%

５・５・１０５ 東公園 中山町外 18.10 18.10 100.0%

運動公園 ６・５・１０２ 市民公園 上本町外 40.90 36.33 88.8%

８･３･１０５ ふれあいの森 上之山町 0.63 0.63 100.0%

８・５・１０１ 陶祖公園 須原町外 11.80 5.80 49.2%

121.87 89.40 73.4%

都市計画公園の供用面積及び整備率（令和2年4月1日現在）

街区公園

近隣公園

総合公園

特殊公園

合計
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磁祖公園周辺の都市計画道路の計画 瀬戸市都市計画情報システムからの抜粋 
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磁祖公園周辺には観光資源が多数存在しており、来訪者の周辺散策等が確認される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

無風庵 パルティ瀬戸 瀬戸蔵ミュージアム 

瀬戸染付工芸館 新世紀工芸館 

 

窯神神社 

 

磁祖公園周辺の観光資源の立地状況マップ 瀬戸市ホームページからの抜粋 

 【磁祖公園周辺の観光資源】 

【市街地周辺の観光資源マップ】 

都市計画公園 ４・５・１０１ 磁祖公園 
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銀座通り商店街 

 

深川神社 

 

瀬戸市文化センター 

 

陶彦神社 

 

せともの専門店街 

 

ノベルティ・こども創造館 

 

窯垣の小径ギャラリー 

 

瀬戸川通りせともの専門店

街 

 

せと末広商店街 

 

窯垣の小径資料館 

 

窯垣の小径 

 

【磁祖公園周辺の観光資源】 
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窯神グラウンドの利用状況（年間）瀬戸市統計書令和２年刊より抜粋 

窯神グラウンドの利用状況（現地撮影） 
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窯神グラウンドの利用案内（指定管理者：ハマダスポーツ企画株式会社ホームページより） 
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「せともの祭り」時の窯神グラウンド駐車場周辺の混雑状況 

「せともの祭り」時の尾張瀬戸駅周辺の混雑状況 「せともの祭り」時の深川神社周辺の混雑状況 

「せともの祭り」時の国道 248号周辺の混雑状況 

「せともの祭り」時の深川神社周辺の混雑状況 
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（３）防災面での位置付け 

窯神グラウンドは、地震時ならびに大規模火災の指定緊急避難場所に指定されている。 

また、計画地東側に隣接する都市計画道路 3・5・351 本山線が整備されることにより、

第二次緊急輸送道路である国道 248号に接続され、第一次緊急輸送道路である東海環状自動

車道路や国道 155号との災害時の交通ネットワークが形成される。 

瀬戸市 防災課ホームページより抜粋 

 

瀬戸市 防災ガイドマップ（道泉地区）より抜粋 
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緊急輸送道路網図（尾張建設事務所管内）からの抜粋 

 

磁祖公園 
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（４）周辺の整備計画 

当該公園北側の窯業資源採掘地においては、今後、災害時における利用や複合市街地、

産業振興、農業振興、観光産業への活用といった利活用等を検討することが「瀬戸市都市

計画マスタープラン（平成 29年 7月改訂）」に位置付けられているものの、当該区域の具体

的な土地利用の方向性については未定である。また、地元窯業団体でリニア中央新幹線の

建設発生残土を周辺の採掘跡地に埋立土として受け入れている。 

「瀬戸市都市計画マスタープラン（平成 29年 7月）」P51、P76より抜粋 

「中日新聞（平成 28年 9月 21日）」記事内容より抜粋 
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３．磁祖公園に係る上位計画・方針等の整理 

（１）第６次瀬戸市総合計画 

子どもの遊び場としての公園整備など、子育て世代にとって魅力ある環境づくりを進め

ていくこととしている。 

「第６次瀬戸市総合計画（平成 29年 3月）」P90より抜粋 
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（２）瀬戸市都市計画マスタープラン 

市民の利用を向上させる都市公園の設置ならびに見直しを検討することとなっている。 

併せて、一時的な避難場所として公園への防災機能の付加の推進などにより、災害に強

い都市づくりを目指している。 

また、磁祖公園については、その活用方策の見直しを行うこととなっている。 

「瀬戸市都市計画マスタープラン（平成 29年 8月）」P75より抜粋 

「瀬戸市都市計画マスタープラン（平成 29年 8月）」P56より抜粋 
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（３）瀬戸市緑の基本計画 

 

「瀬戸市緑の基本計画（令和 2年 3月）」P66より抜粋 
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「瀬戸市緑の基本計画（令和 2年 3月）」P67より抜粋 
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「瀬戸市緑の基本計画（令和 2年 3月）」P68より抜粋 
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（４）瀬戸市公共施設等総合管理計画 

瀬戸市公共施設総合管理計画においては、採算を見込める可能性がある施設は PPP/PFI

等、民間企業の提案による運営手法の導入を検討することになっている。 

また、公園については、将来の公園に求める機能及び配置について、人口減少などに対

応した利活用を検討することになっている。 

「瀬戸市公共施設等総合管理計画（平成 29年 3月）」P49より抜粋 
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「瀬戸市公共施設等総合管理計画（平成 29年 3月）」P86より抜粋 
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（５）瀬戸市地域防災計画 

同地域防災計画においては、公園等の防災上重要な施設の整備を促進することとしてい

る。 

また、高齢者等にも利用しやすい近隣・地区公園に重点を置き、積極的に防災施設の整

備を進めていくこととしている。 

 

 

「瀬戸市地域防災計画（地震災害対策計画）（平成 29年 11月）」P地 2-2-2より抜粋 

「瀬戸市地域防災計画（防災共通計画）（平成 29年 11月）」P共 2-2-1より抜粋 
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（６）小中一貫校整備に伴う小学校跡地の活用に向けて 

小中一貫校「にじの丘学園」の整備に伴って生ずる小学校跡地の活用に向けては、小学

校が従前担ってきたコミュニティの中核となる機能を発揮するための方策に加え、都市機

能の集約・再配置を実現するための方策について検討を進めていく必要がある。また、本

市の中長期的な財政事情を見据え、整備コスト・運営コストを極力抑えたものとすること

も重要である。 

 小学校跡地の活用については、「令和２年４月１日以降も機能を維持するための利用(暫

定利用)」と「将来のまちづくりにつながる新たな活用(将来活用)」の２つの段階に分け、

本市の現状と課題を共有しつつ、官民の連携によって課題解決が実現されるよう進めてい

くこととする。 

 

瀬戸市ホームページ(http://www.city.seto.aichi.jp/docs/2020012400023/)より抜粋 
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（７）磁祖公園を取巻く概況から今後の整備の在り方を考える上での留意事項 

今後の磁祖公園の整備の在り方を考える上での留意事項を以下に整理する。 

 

 

 

【現況把握より抽出される磁祖公園に関連した留意事項】 

・子どもの遊び場としての公園整備、子育て世代にとって魅力ある環境づくり 

（上位計画：第６次瀬戸市総合計画より） 

・市民の利用を向上させる都市公園の設置ならびに見直し検討 

（上位計画：都市計画マスタープランより） 

・一時的な避難場所として公園への防災機能の付加の推進 

（上位計画：都市計画マスタープランより） 

・磁祖公園自体の活用方策の見直し 

（上位計画：都市計画マスタープランより） 

・採算を見込める可能性がある公共施設でのＰＰＰ／ＰＦＩ等、民間企業の提案 

による運営手法の導入の検討 

（上位計画：公共施設等総合管理計画より） 

  ・将来の公園に求める機能及び配置に対し、人口減少などに対応した利活用検討 

（上位計画：公共施設等総合管理計画より） 

・公園等の防災上重要な施設の整備を促進 

（上位計画：瀬戸市 地域防災計画より ） 

・近隣・地区公園に重点を置いた積極的な防災施設の整備推進 

（上位計画：瀬戸市 地域防災計画より ） 

・丘陵部に位置していることから、市街地周辺との比高差がある（30～40m程高台にある） 

（現況把握における立地特性より） 

  ・準工業地帯、工業地域周辺への立地 

（現況把握における都市計画状況より） 

  ・隣接する都市計画道路は未整備であり、今後の整備の見込みも未定である 

（現況把握における都市計画状況より） 

  ・地区公園として 12.1haで都市計画決定され、うち 1.5haを窯神グラウンドとして供用 

（現況把握における都市計画状況より） 

  ・都市計画決定面積に対する整備率は、12.4％と低い状況にある 

（現況把握における都市計画状況より） 

  ・窯神神社の境内地が都市計画決定区域に含まれている 

（現況把握における都市計画状況より） 

  ・磁祖公園周辺には、市の観光資源が多数存在する 

（現況把握における周辺状況より） 

  ・市の最大イベントである「せともの祭り」時には臨時駐車場として活用される 

（現況把握における周辺状況より） 

  ・窯神グラウンドは地震時ならびに大規模火災の指定緊急避難場所に指定されている 

（現況把握における周辺状況より） 

・隣接する都市計画道路 3・5・351本山線が整備された際には、第一次緊急輸送路に接 

続がなされた災害時の交通ネットワークが形成される 

（現況把握における周辺状況より） 

・北側に隣接した窯業資源採掘跡地においては、災害時における利用や複合市街地、産業 

振興、農業振興、観光産業への活用といった土地利用等が検討中であるものの、具体的 

な土地利用の方向性については未定である。 

  （上位計画：都市計画マスタープランより） 

・北側に隣接した窯業資源採掘跡地においてリニア中央新幹線の建設発生残土を受け入れ 

 ている。 

（現況把握における周辺状況より） 
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